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保健医療系の大学院博士前期課程における統計教育のあり方を検討するため、過去10年間に提出された札幌医
科大学保健医療学研究科修士論文において、どのような統計手法が使用されてきたかを調べた。使用された統
計手法は、 30であり、 2群の差の比較、 3群の差の比較、多因子分散分析、関連、回帰分析、因子分析、測定
値の評価の 7つのカテゴリーであった。また札幌医科大学で現在使用可能な統計パッケージ iDr.SPSS I for 
WindowsJの統計教育の教材としての適切性を検討した。
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1.はじめに
大多数の保健医療系大学院では、博士課程前期に 2
単位30時間の統計関連の科目を開講している。しかし、
教育内容は各大学院でかなりばらつきがあり、学部学
生向けの統計学の内容とほとんど変わらないものか
ら、構造方程式モデリングまで教えるところまである。
教育方法も、講義で終始しているところもある。統計
処理は実際には SPSSなどの統計パッケージを使用
して行い、その使用法がわからなければ、統計処理が
できない、あるいは誤用してしまう可能性が高いわけ
だが、コンビュータを使用したそのような実習が必ず、
しも大多数の大学院で行われているわけではない。つ
まり博士前期課程で、教育すべき統計学の内容や方法
について、基準もガイドラインもないというのが日本
の現状である。
札幌医科大学保健医療学研究科では、博士前期課程
に2科目の統計関連科目が開講され、コンビュータ室
において SPSSの実習も行われている。多くの大学院
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に比べて、充実した統計教育が制度上はなされている
といえるだろう。しかし、その教育内容は担当教員に
任されていて、それが博士前期課程にふさわしいもの
かどうかは検討されたことはない。博士課程前期課程
に統計関連科目が開講されている主な理由は、修士論
文作成に統計的な処理が必要なことが多く、そのため
の知識とスキルを修得しておく必要があるというもの
である。そこで、過去の修士論文でどのような統計的
手法が使われているかを調査し、統計関連科目で教え
るべき内容はいかなるものかを検討することにした。
札幌医科大学のコンビュータ室で使用可能な統計
パッケージは、 iDr.SPSS I for WindowsJのみで
あるが、これは SPSSの医学統計用のソフトウェア
パッケージで、 SPSSパージョン 11.0Jをベースに開
発され、医学関連で使われることの多い統計手法を網
羅していることになっているが、保健医療学研究科の
修土論文作成においても、本当にそうなのか検討する。
しかし、大学院における統計教育は統計パッケージ
の使用法を教えるだけでは不十分である。論文におい





